
＊
＊
＊

《
問
題
Ⅰ
》   

漢
字
・
語
彙
力 �

（
40
点
）

●
解
答

第
一
問

⑴　
秘
密　
　

⑵　
通
訳　
　

⑶　
画
策

⑷　
看
過

第
二
問

⑴　
馬
耳　
　

⑵　
無
我　
　

⑶　
深
長

⑷　
心
機

第
三
問

⑴　
忠
誠　
　

⑵　
蔵
書　
　

⑶　
意
欲

⑷　
首
脳

第
四
問

⑴　
高
名
な
学
者
た
ち
が
激
し
い
議
論
を
交
わ
し

た
。

⑵　
塩
酸
は
胃
液
の
成
分
の
ひ
と
つ
だ
。

⑶　
あ
と
一
時
間
で
絵
画
の
展
覧
会
が
閉
幕
す
る
。

■
配
点

第
一
問　
各
2
点　
　

第
二
問　
各
2
点

第
三
問　
各
3
点

第
四
問　
各
4
点
（
並
べ
か
え
・
漢
字　

各
2
点
）

◆
解
説

第
一
問文

脈
か
ら
意
味
を
考
え
ま
し
ょ
う
。
単
漢
字
を

組
み
合
わ
せ
て
語
句
を
作
成
す
る
の
で
す
が
、
単

漢
字
の
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
も
ヒ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

第
二
問四

字
熟
語
の
問
題
で
す
。
読
み
・
書
き
取
り
、

意
味
が
同
時
に
試
さ
れ
ま
す
。

第
三
問単

に
書
き
取
り
だ
け
で
は
な
く
、
文
脈
上
の
意

味
を
つ
か
ま
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

第
四
問助

動
詞
・
助
詞
を
自
立
語
に
つ
け
て
文
節
を
作

り
ま
す
。

⑴　
主
語
は
「
学
者
た
ち
が
」
で
、
述
語
は
「
交

わ
し
た
」
で
す
。「
高
名
な
」
→
「
学
者
た
ち

が
」、「
激
し
い
」
→
「
議
論
を
」
→
「
交
わ
し

た
」
と
つ
な
が
り
ま
す
。

⑵　
主
語
は
「
塩
酸
は
」
で
、
述
語
は
「
ひ
と
つ

だ
」
で
す
。「
胃
液
の
」
→
「
成
分
の
」
→
「
ひ

と
つ
だ
」
と
つ
な
が
り
ま
す
。

⑶　
主
語
は
「
展
覧
会
が
」
で
、
述
語
が
「
閉
幕

す
る
」
で
す
。「
あ
と
」
→
「
一
時
間
で
」
→

「
閉
幕
す
る
」、「
絵
画
の
」
→
「
展
覧
会
が
」

と
つ
な
が
り
ま
す
。＊

＊
＊

《
問
題
Ⅱ
》   

論
理
的
言
語
力 �
（
40
点
）

●
解
答

第
一
問　
②　

ガ
リ
レ
オ
は　
　

③　

ガ
リ
レ
イ
は

第
二
問　
⒜　
オ　
　

⒝　
エ　
　

⒞　
ア

第
三
問ガ

リ
レ
オ
は
数
学
の
講
義
を
熱
心
に
立
ち
聞
き

し
て
い
た
か
ら
。

第
四
問い

ろ
い
ろ
の
物
体
が
地
球
の
上
で
自
由
に
落
ち

る
場
合
、
比
重
の
大
き
い
も
の
ほ
ど
速
く
落
ち
る

（
と
い
う
説
）

第
五
問　
⑴　
イ　
　

⑵　
オ

■
配
点

第
一
問　
各
3
点　
　

第
二
問　
各
3
点

第
三
問　
9
点　
　
　

第
四
問　
10
点

第
五
問　
各
3
点

◆
解
説

第
一
問

②　

傍ぼ
う

線せ
ん

部ぶ

の
前
を
た
ど
る
と
、「
任
命
さ
れ
た
」

の
主
語
は
「
ガ
リ
レ
オ
は
」
で
あ
る
と
わ
か
り

ま
す
。

③　

だ
れ
が
「
見
つ
け
出
し
た
」
の
か
と
い
う
と
、

「
ガ
リ
レ
イ
は
」
で
す
。

第
二
問

⒜　
空
所
直
前
で
医
学
を
学
び
に
大
学
に
行
っ
た

ガ
リ
レ
オ
が
、
直
後
で
医
学
の
勉
強
を
好
ん
で

い
な
い
と
あ
る
の
で
、
逆
接
の
「
し
か
し
」。

⒝　
空
所
前
後
で
話
題
が
ち
が
う
の
で
、
転て
ん

換か
ん

の

「
さ
て
」。

⒞　
空
所
前
で
ガ
リ
レ
オ
は
、
古
い
説
を
疑
い
、

実
験
に
も
と
づ
き
自
由
落
下
の
法
則
を
導
き
出

し
ま
し
た
。
こ
れ
を
空
所
後
で
「
自
然
の
事
実

に
基
づ
か
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
信
念
を

強
く
持
っ
て
い
た
」
と
言
い
か
え
て
い
る
の
で
、

「
つ
ま
り
」。

第
三
問傍

線
部
直
前
に
「
こ
れ
で
見
て
も
」
と
あ
る
の

で
、「
こ
れ
」
が
指
す
前
文
の
内
容
が
理
由
で
す
。

第
四
問直

前
に
あ
る
鉄
片
と
木
片
の
話
は
具
体
例
で
あ

り
、
さ
ら
に
前
の
「
比
重
の
大
き
い
も
の
ほ
ど
速

く
落
ち
る
」
が
説
の
内
容
で
す
。「
落
ち
る
」
の

は
何
か
、
主
語
を
補
い
な
が
ら
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

第
五
問

⑴　
「
偉い

人じ
ん

の
」
→
「
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
」
→
「
書

か
れ
た
」
→
「
本
を
」
→
「
借
り
た
」、「
図
書

館
で
」
→
「
借
り
た
」
と
つ
な
が
る
の
で
、
イ
。

⑵　
「
登
山
用
の
」
→
「
く
つ
を
」、「
じ
ょ
う
ぶ

な
」
→
「
く
つ
を
」、「
黒
い
」
→
「
く
つ
を
」、

「
く
つ
を
」
→
「
は
い
て
」
→
「
出
か
け
た
」
と

つ
な
が
る
の
で
、
オ
。

＊
＊
＊

《
問
題
Ⅲ
》   
論
理
的
読
解
力 �

（
40
点
）

●
解
答

第
一
問　
だ
が
騒
音
で

第
二
問　
⑴　
イ　
　

⑵　
ア　
　

⑶　
エ

　
　　
　

⑷　
ウ

第
三
問　
「
騒
音
は
常

第
四
問　
ウ

■
配
点

第
一
問　
8
点　
　

第
二
問　
各
4
点

第
三
問　
8
点　
　

第
四
問　
8
点

◆
解
説

第
一
問フ

ク
ロ
ウ
の
音
を
頼た
よ

り
に
し
た
狩か

り
に
つ
い
て

語
る
文
と
、
騒そ
う

音お
ん

の
せ
い
で
フ
ク
ロ
ウ
が
音
を
頼

り
に
し
た
狩
り
を
で
き
て
い
な
い
こ
と
を
語
る
文

を
、
逆
接
の
「
だ
が
」
で
つ
な
い
で
い
ま
す
。

第
二
問

⑴　
「
石
を
た
た
き
は
じ
め
た
」
音
が
、「
人
類
最

古
の
騒
音
」
を
指
す
の
で
、
イ
。

⑵　
「
騒
音
の
せ
い
で
カ
エ
ル
の
動
き
が
鈍に
ぶ

く

な
っ
た
」
こ
と
と
、
事
故
が
増
え
た
こ
と
の
間

測
　
　
定
　
　
す
　
　
る
　
　
能
　
　
力

漢
字
・
語ご

彙い

力り
ょ
く

論
理
的
言
語
力

論
理
的
読
解
力

論
理
的
思
考
力

論
理
的
表
現
力

漢
字
や
語
彙
を
使
い
こ
な

す
力
。
漢
字
を
使
っ
て
論

理
的
な
文
章
を
組
み
立
て

る
力
。

日
本
語
を
論
理
的
に
扱
う

能
力
。
一
文
の
構
造
を
論

理
的
に
つ
か
ま
え
る
力
。

「
こ
と
ば
の
つ
な
が
り
」、

指
示
語
・
接
続
語
な
ど
を

論
理
的
に
扱
う
力
。

文
章
構
造
を
論
理
的
に
解

説
す
る
力
。
文
と
文
と
の

論
理
的
関
係
、
段
落
と
段

落
と
の
論
理
的
関
係
、
文

章
全
体
の
論
理
構
造
を
把

握
す
る
力
。
趣
旨
を
的
確

に
把
握
し
、
小
説
な
ど
を

客
観
的
に
読
む
力
。

文
章
の
要
点
を
論
理
的
に

整
理
し
、
ま
と
め
る
力
。

論
理
的
に
説
明
す
る
力
。

お
も
に
記
述
力
・
論
述
力
。

他
者
に
向
か
っ
て
、
論
理

的
に
話
す
力
。
論
理
的
に

思
考
し
、
自
分
の
考
え
を

論
理
的
に
書
く
力
。

国
際
標
準
論
理
文
章
能
力
検
定
　
レ
ベ
ル
6
―
7
　
　
2
0
1
9
年
度
　
第
3
回 

解
答
と
解
説



に
因
果
関
係
が
あ
る
の
で
、
ア
。

⑶　
石
器
づ
く
り
や
産
業
革
命
な
ど
、『
騒
音
の

歴
史
』
の
話
題
な
の
で
、
エ
。

⑷　
騒
音
と
生
態
系
の
関
係
が
「
未
知
の
領
域
」

で
あ
り
、
研
究
が
進
ん
で
い
な
い
点
に
触ふ

れ
て

い
る
の
で
、
ウ
。

第
三
問前

半
は
生
物
へ
の
騒
音
被ひ

害が
い

の
調
査
結
果
で
あ

り
、
後
半
は
生
物
へ
の
騒
音
被
害
が
見
過
ご
さ
れ

て
き
た
こ
と
を
訴う
っ
た

え
る
筆
者
の
主
張
で
す
。

第
四
問

ア　
問
題
が
挙
げ
ら
れ
て
は
い
ま
す
が
、「
対
策

を
す
る
べ
き
」
と
い
う
主
張
ま
で
は
述
べ
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。

イ　
『
騒
音
の
歴
史
』
は
生
物
へ
の
騒
音
被
害
を

書
い
た
本
と
し
て
紹し
ょ
う

介か
い

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

エ　
筆
者
は
「
歴
史
を
振ふ

り
返
る
必
要
性
」
を
述

べ
て
は
い
ま
せ
ん
。＊

＊
＊

《
問
題
Ⅳ
》   

論
理
的
思
考
力 �

（
40
点
）

●
解
答

第
一
問

⑴　
お
な
か
を
空
か
せ
た
老
い
た
ラ
イ
オ
ン
が
あ

わ
て
て
に
げ
る
ウ
サ
ギ
を
追
い
か
け
た
。

⑵　
メ
ー
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ
の
原
料
と
な
る
甘
い
樹

液
を
出
す
こ
と
で
有
名
な
サ
ト
ウ
カ
エ
デ
は
カ

ナ
ダ
の
国
旗
の
シ
ン
ボ
ル
だ
。（
カ
ナ
ダ
の
国

旗
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
サ
ト
ウ
カ
エ
デ
は
メ
ー

プ
ル
シ
ロ
ッ
プ
の
原
料
と
な
る
甘
い
樹
液
を
出

す
こ
と
で
有
名
だ
。）

第
二
問

⑴　
家
庭
科
の
課
題
で
イ
チ
ゴ
の
ジ
ャ
ム
を
作
っ

た
。

⑵　
郊
外
の
高
台
に
登
っ
て
美
し
い
流
星
群
を
観

察
し
た
。

第
三
問ド

ロ
ド
ロ
に
溶
か
さ
れ
た
木
材
か
ら
作
ら
れ
る

セ
ロ
ハ
ン
は
、
い
わ
ば
透
明
な
紙
で
あ
る
。

第
四
問自

然
界
で
生
き
る
に
あ
た
り
チ
ョ
ウ
の
羽
が
果

た
す
役
割
は
種
に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
、
羽
の
色

も
多
種
多
様
に
な
る
。

■
配
点

第
一
問　
各
5
点　
　

第
二
問　
各
5
点　

第
三
問　
10
点　
　
　

第
四
問　
10
点

◆
解
説

第
一
問

⑴　
「
ラ
イ
オ
ン
が
ウ
サ
ギ
を
追
い
か
け
た
」
が

文
の
要
点
で
す
。「
お
な
か
を
空
か
せ
た
」
と

「
老
い
た
」
を
「
ラ
イ
オ
ン
が
」
に
つ
な
が
る

よ
う
に
、「
あ
わ
て
て
に
げ
る
」
が
「
ウ
サ
ギ

を
」
に
つ
な
が
る
よ
う
に
書
き
か
え
ま
し
ょ
う
。

⑵　
ま
ず
第
3
文
の
内
容
を
「
甘あ
ま

い
樹
液
」
を
修し

ゅ
う

飾し
ょ
く

す
る
形
に
書
き
か
え
、「
サ
ト
ウ
カ
エ
デ
は

メ
ー
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ
の
原
料
と
な
る
甘
い
樹
液

を
出
す
こ
と
で
有
名
だ
」
と
い
う
文
を
作
り
ま

す
。
そ
の
上
で
、
こ
の
文
を
「
サ
ト
ウ
カ
エ

デ
」
を
修
飾
す
る
形
に
書
き
か
え
、
第
1
文
に

合
わ
せ
ま
す
。（
第
1
文
を
「
サ
ト
ウ
カ
エ
デ
」

を
修
飾
す
る
形
に
書
き
か
え
た
場
合
も
正
解
で

す
。）

第
二
問

⑴　
不
要
な
語
句
は
「
食
べ
て
」
と
「
新し
ん

鮮せ
ん

だ
」

で
す
。

⑵　
不
要
な
語
句
は
「
星
が
」
と
「
降
っ
た
」
で

す
。

第
三
問②

の
文
を
「
セ
ロ
ハ
ン
」
を
修
飾
す
る
形
に
書

き
か
え
ま
す
。

第
四
問最

終
段
落
の
末ま
つ

尾び

で
説
明
を
ま
と
め
て
い
る
の

で
、
こ
れ
を
参
考
に
し
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、

チ
ョ
ウ
の
羽
の
色
が
多
種
多
様
に
な
る
原
因
の

「
役
割
」
に
つ
い
て
、
言
葉
を
補
っ
て
説
明
し
ま

し
ょ
う
。

＊
＊
＊

《
問
題
Ⅴ
》   

論
理
的
表
現
力 �

（
40
点
）

●
解
答

第
一
問　
A　
20　
　

B　
60　
　

C　
60　
　

　
　
　
　

D　
5

第
二
問若

い
世
代
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
S
N
S
を
利

用
す
る
の
に
対
し
、
年
配
の
世
代
は
パ
ソ
コ
ン
で

S
N
S
を
利
用
す
る
。

第
三
問ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
通
し
て
S
N
S
を
利
用
す

る
人
の
多
い
若
い
世
代
で
は
、
手
軽
に
S
N
S
の

サ
イ
ト
・
ア
プ
リ
を
開
き
や
す
い
環
境
が
あ
る
た

め
に
、
ア
ク
セ
ス
す
る
頻
度
が
高
く
な
る
か
ら
。

■
配
点

第
一
問　
各
2
点　
　

第
二
問　
12
点

第
三
問　
20
点

◆
解
説

第
一
問資

料
か
ら
読
み
取
れ
る
数
値
を
そ
れ
ぞ
れ
あ
て

は
め
ま
す
。

第
二
問

　
　

資
料
2
を
見
る
と
、
年
代
が
高
く
な
る
に
つ

れ
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
用
率
が
下
が
り
、

パ
ソ
コ
ン
の
使
用
率
が
上
が
っ
て
い
る
の
が
わ

か
り
ま
す
。

第
三
問

　
　

会
話
文
中
で
ま
さ
と
が
話
し
た
〝
パ
ソ
コ
ン

で
は
S
N
S
を
見
る
の
に
手
間
が
か
か
る
の
で
、

あ
ま
り
利
用
す
る
気
に
な
ら
な
い
〟
と
い
う
意

見
か
ら
、〝
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
あ
れ
ば
気
軽

に
S
N
S
を
見
れ
る
た
め
、
よ
く
利
用
す
る
気

に
な
る
〟
と
い
う
考
え
を
導
き
出
せ
ま
す
。
す

る
と
、〝
若
い
世
代
は
S
N
S
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
見
る
こ
と
〟
と
、〝
若
い
世
代
は

S
N
S
の
サ
イ
ト
・
ア
プ
リ
を
開
く
頻ひ
ん

度ど

が
高

い
こ
と
〟
と
の
間
の
因
果
関
係
を
説
明
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
S
N
S
に
ア
ク
セ
ス
す
る
頻

度
が
上
が
れ
ば
、
当
然
、
一
日
の
合
計
の
利
用

時
間
は
長
く
な
り
ま
す
。


